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所管部署 施設名

総務部 旧明科法務局、旧豊科社会就労センター上川手分場、消防団第 11 分団第 3 部詰所（耳塚）、消防団
第 12 分団第 3 部詰所（白金班）

財政部 あかしや館、大門公民館、富田公民館、原公民館、荻原地区公民館、押野集会施設、旧矢ノ沢分教
場、旧福祉住宅（柏矢町・柏原）、第二倉庫（上堀）、旧柏原教職員住宅

市民生活部 有明会館、西穂高会館、離山会館

福祉部 豊科デイサービスセンター、旧豊科生きがいデイサービスセンター

農林部

ファインビュー室山、ほりでーゆ～四季の郷、コテージ四季の郷、長峰山森林体験交流センター天
平の森、須砂渡キャンプ場、冷沢小屋、常念いこいの広場、穂高農村景観活用交流施設・矢原農村
公園、穂高古厩農村集落多目的共同利用施設（古厩会館）、三郷総合営農センター（中萱）、南小倉
林業研修センター、小田多井交流センター

商工観光部 長峰荘、穂高勤労者福祉センター、まちづくり会館（成相）

都市建設部 アルプス団地、水防倉庫（貝梅）

教育部
穂高プール、豊科南社会体育館、豊科武道館・剣道場、豊科町通り人権教育集会所、豊科解放館、
穂高人権教育集会所、堀金人権教育集会所、旧三郷民俗資料館、飯沼飛行士記念館、臼井吉見文学
館、下長尾教職員住宅、上原北教職員住宅（校長住宅）

【表 7】公共施設再配置計画 10 年計画案で譲渡または廃止を検討している施設（平成 29 年 3 月公表）
　　　※平成 29 年度中に廃止をした施設を除く
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特集 ◎ みんなで考えよう。私たちの公共施設

公共施設見直しの詳細は、
「公共施設白書」、「公共施
設再配置計画」などに掲
載しています。

関係する計画は、総務
課行政管理係窓口でご
覧いただくか、市ホー
ムページからダウン
ロードできます。また、
出前講座をご依頼いた
だければ、再配置計画
について地域の集会な
どで説明させていただ
きます。

未来のため 公共施設のあり方を 共に考えましょう。

安曇野市の公共施設は、合併前に整備をされた施設が多く、
その多くが経年とともに、大量更新の時期を迎えることとなり
ます。しかし、試算では、すべての施設を現行のまま維持する
ことは財政的にも困難であると考えられます。そのため、各部
署において、公共施設再配置計画に沿った施設の検討を進めて
います。

公共サービスを行うために建設された施設の中には時代とと
もに必要性が薄れてきたものもあります。このような施設を見
直し、機能を他の施設に統合することで、より少ない負担でよ
り効果的な施設の運営を行うことが可能となります。

施設の縮減は、市民の皆さまの理解と協力が欠かせないこと
から、ぜひ皆さまにも「現在だけでなく、未来の市民が必要な
施設を安全に利用するために、また、子や孫の世代に大きな負
担をかけないために、今私たちができること」といった視点を
持っていただき、公共施設のあり方を一緒に考えていただけれ
ばと思います。

安曇野市長  宮澤宗弘


